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「住
み
継
ぐ
心
　
生
き
抜
く
力
」

ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
作
家

山
岡
淳

一
郎

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル

外
断
熱
が
定
番
ヘ

省

エ
ネ
」
も
強
く
推
し
て
い

ま
す
。
具
体
的
に
は
こ
う
記

さ
れ
て
い
ま
す
。

「
２
０
３
０
年
の
新
築
平

均
Ｚ
Ｅ
Ｈ

（ネ
ッ
ト
・
ゼ
ロ
・

エ
ネ

ル
ギ
ー

・
ハ
ウ
ス
）
。

Ｚ
Ｅ
Ｂ

（ネ

ッ
ト

・
ゼ
ロ

・

エ
ネ
ル
ギ
ー

・
ビ
ル
）
目
標

と
整
合
的
な
、
建
築
物
省

エ

ネ
法
の
規
制
措
置
強
化
、
建

材

・
機
器
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー

の
見
直
し
な
ど
に
取
り
組

む
」釈
迦
に
説
法
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、
Ｚ
Ｅ
Ｈ
と
は

「外

度
の
断
熱
性
能
等
を
大
幅
に

向
上
さ
せ
る
と
と
も
に
、
高

効
率
な
設
備
シ
ス
テ
ム
の
導

入
に
よ
り
、
室
内
環
境
の
質

を
維
持
し
つ
つ
大
幅
な
省
エ

ネ

ル
ギ
ー
を
実
現
し
た
上

で
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

７
月
２１
日
、
日
本
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
政
策
の
根
幹
を
な
す

「
エ
ネ

ル
ギ
ー
基
本
計
画
」

の
見
直
し
素
案
が
、
公
表
さ

れ
ま
し
た
。

い
ま
や
温
室
効

果
ガ
ス
排
出
削
減
の
潮
流
は

世
界
史
的
な
変
動
を
も
た
ら

し
て
お
り
、
菅
義
偉
首
相
は
、

４
月
に

「
２
０
３
０
年
ま
で

の
温
暖
化
ガ
ス
の
削
減
目
標

を

１３
年
度
比

で
“
％
削
減

（現
状
％
％
）」
と
い
う
高

い

日
標
を
発
表
し
ま
し
た
。
こ

れ
を
受
け
た
エ
ネ
基
素
案
に

は
、
大
胆
な
数
字
が
並
ん
で

い
ま
す
。
た
と
え
ば
２
０
３

０
年
に
お
け
る
電
源
構
成

は
、
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー

の
割
合
は
現
行
日
標
の
加
～

２
％
か
ら

「
“
～
路
％
」

へ

引
き
上
げ
。
原
子
力
は
、
現

行
の
“
～
２
％
を
据
え
置
き

つ
つ
も
、
「
可
能
な
限
り
原

発
依
存
度
を
低
減
す
る
」
と

し
、
原
発

の
新
設
や
リ
プ

レ
ー
ス
に
か
か
わ
る
文
言
は

素
案
に
は
盛
り
込
ま
れ
ま
せ

ん
で
し
た
。

と
に
か
く

「徹
底
し
た
省

エ
ネ
」
と

「非
化
石
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
導
入
拡
大
」
が
２
大

文
柱
と
な

っ
て
い
ま
す
。
当

然
な
が
ら
、
エ
ネ
基
素
案
は

住
宅
や
ビ
ル
の

「徹
底
し
た
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を
導
入
す
る
こ
と
に
よ
り
、

年
間
の

一
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
消

費
量
の
収
支
を
ゼ
ロ
と
す
る

こ
と
を
目
指
し
た
住
宅
」
で

す
。
Ｚ
Ｅ
Ｂ
は
、
そ
の
ビ
ル

版
。
「
外
皮

の
断
熱
性
能
等

を
大
幅
に
向
上
」
つ
ま
り
「外

断
熱
」
が
大
前
提
に
な

っ
て

い
る
の
で
す
。

１
９
９
９
年
に
発
明
家
の

故

・
江
本
央
氏
が

『日
本
の

マ
ン
シ
ョ
ン
に
ひ
そ
む
史
上

最
大
の
ミ
ス
テ
ー
ク
』
を
刊

行
し
て
以
降
、
何
度
か
外
断

熱
ブ
ー
ム
が
あ
り
ま
し
た

が
、
そ
の
都
度
、
不
毛
な
内

外
断
熱
論
争
や
、
ラ
ン
ニ
ン

グ
コ
ス
ト
よ
リ
イ
ニ
シ
ャ
ル

コ
ス
ト
重
視
の
風
潮
、
本
造

と
Ｒ
Ｃ
造
を
ご
ち
ゃ
ま
ぜ
に

し
た
議
論
な
ど
が
沸
き
起
こ

り
、
外
断
熱
は
冷
遇
さ
れ
て

き
ま
し
た
。

し
か
し
、
石
の
上
に
も
３

年
、
い
や
”
数
年
…
…
脱
炭

素
社
会
に
向
け
た
国
策
が
外

断
熱
を
再
浮
上
さ
せ
て
い
ま

す
。
昨
秋
、
菅
首
相
は

「
２

０
５
０
年
に
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ

ー
ト
ラ
ル

（温
室
効
果
ガ
ス

の
排
出
と
吸
収
で
ネ
ツ
ト
ゼ

ロ
を
意
味
す
る
概
念
）
を
目

指
す
」
と
も
宣
言
し
ま
し
た
。

国
土
交
通
省
は
、
今
年
４
月

以
降
、
「
脱
炭
素
社
会
に
向

け
た
住
宅

・
建
築
物
の
省
エ

ネ
対
策
等

の
あ
り
方
検
討

会
」
を
集
中
的
に
開
い
て
施

策
を
詰
め
て
い
ま
す
。
そ
こ

で
も
外
断
熱
化
に
た
び
た
び

言
及
さ
れ
て
い

ま
す
。

住
宅

・
建
築

物
を
利
用
す
る

こ
と
に
よ
る
二

酸
化
炭
素
排
出

量
は
、
じ
つ
に

全
体
の
約
３
分

の
１
を
占
め
ま

す
。
建
設
分
野

が
脱
炭
素
化
の
鍵
を
握
る
の

は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ

ん
。
国
会
議
員
の
な
か
に
も

関
心
を
持
つ
人
た
ち
が
現
れ

て
き
ま
し
た
。

７１
川
２１
副
劇
公
明
測
副
劃

Pコ

倒

到

割

剛

句

ョ

ｕ
川
。
衆
議
院
第

一
議
員
会

館
で
開
か
れ
た
講
演
会
に
は

国
交
省
関
係
者
も
参
加
。
聴

講
者
は
、
実
際
に
外
断
熱

マ

ン
シ
ョ
ン
を
ク
棟
建
て
て
分

譲
し
た
夏
目
氏

の
実
践
論

や
、
堀
内
氏
の
建
築
物
理
学

の
本
場
、
ド
イ
ツ
の
研
究
機

関
と
連
携
し
た
技
術
論
に
耳

を
傾
け
ま
し
た
ｃ

夏
目
氏
は
、
関
東
を
中
心

に
外
断
熱

マ
ン
シ
ョ
ン
を
供

給
し
て
い
ま
す
が
、
亜
熱
帯

の
沖
縄
に
も
建
設
し
、
十
分

な
省

エ
ネ
効
果
を
獲
得
し
て

い
ま
す
。
外
断
熱
が

「暑
さ
」

に
も
強
い
こ
と
は
聴
講
者
に

は
意
外
だ

つ
た
よ
う
で
す
。

さ
ら
に
外
断
熱
が
マ
ン
シ
ョ

ン
改
修
に
適
し
た
工
法
で
あ

る
こ
と
が
、
再
確
認
さ
れ
ま

し
た
。
堀
内
氏
は
、
こ
う
語

り
ま
す
。

「
外
断
熱
化
が
省

エ
ネ
性

を
高
め
る
こ
と
は
、
い
ま
や

常
識
と
な
り
ま
し
た
。
た
だ
、

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
、

脱
炭
素
社
会
の
実
現
と
な
る

と
、
建
物
の
Ｌ
Ｃ
Ｃ
０
２

（ラ

イ
フ
サ
イ
ク
ル
Ｃ
０
２
）
の

観
点
か
ら
大
胆
な
発
想
の
転

換
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
こ
れ

ま
で
短
期
間
で
の

『
つ
く

っ

て
は
壊
す
』
で
は
、
そ
の
製

造
、
輸
送
の
過
程
で
膨
大
な

二
酸
化
炭
素
を
排
出
し
ま

す
。
化
石
燃
料
を
原
材
料
と

し
て
使
う
建
設
分
野
で
は
、

建
物
の
寿
命
を
の
ば
す
こ
と

が
重
要
な
二
酸
化
炭
素
削
減

策
に
な
る
の
で
す
。
建
物
の

外
側
を
断
熱
材
で
覆
う
外
断

熱
工
法
は
、
風
雨
や
温
度
変

化
か
ら
建
物
を
守
り
、
経
年

劣
化
を
遅
ら
せ
ま
す
。
既
存

マ
ン
シ
ョ
ン
の
外
断
熱
改
修

は
、
八
王
子
市
、
多
摩
市
、

稲
城
市
―
京
都
市
右
京
区
、

札
幌
市
は
か
、
あ
ち
こ
ち
で

私
も
お
手
伝
い
し
て
や
っ
て

い
ま
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
デ
ー

タ
も
取

っ
て
い
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
、
お
問
い
合
わ
せ
い
た

だ
け
れ
ば
、
と
思
い
ま
す
」

堀
内
氏
は
、
九
月
に
は

マ

員
向
け
に
講
演
を
す
る
そ
う

で
す
。

脱
炭
素
社
会
の
構
築
に
向

け
て
、
私
た
ち
は
後
戻
り
で

き
な

い
地
点

に
き

て
い
ま

す
。
革
新
的
な
イ

ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
、
環
境

。
社
会

・
企

業
統
治
を
重
視
し
た
Ｅ
Ｓ
Ｇ

投
資
…
…
世
界
が
大
分
岐
し

て
い
く
な
か
で
、
外
断
熱
が

定
番
化
さ
れ
よ
う
と
し
て
い

ま
す
。
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注)公明党国土交通部会への講演は、正しくは 6月 2日 に行ないました。


